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ラ ッ カ セ イ の 乾 燥 法 に つ い て

神山 芳典 佐藤 忠士 古沢 典ギ

(岩手県立農業試験場 堵 手県畑作園芸課 )
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1は し が き

当地方ではラッカセイ乾燥期間の気象が不安定で,かつ

適期が短いため関東地方の慣行法は適用できない。圃場お

よびビニールハウス利用を含んだ乾燥試験の結果について

著者らは本誌第15号に報告しているが,現状ではまだ乾燥

不良による品質の低下がみられ,乾燥法の改善はいまだ重

要な問題である。

今回は県北地方に多いタバコ乾燥ハウスの遊休期間利用

を主体として,前回報告した方法に若千の改善を加えて検

討し,従来の乾燥法の改善を図るとともに,栽培規模,労

働力等,個々の農家の状況に応じた乾燥体系組立のため,

種々の乾燥法の得失を整理したので概要を報告する。

2試 験 方 法

1 ハウス利用による乾燥
(1)掘取 り後 ,固場に逆立てし予乾,子実水分30%前後

で脱奏しハウスに搬入,乾燥葵実にして 17当 り10均相

当に拡げシート千し,シ ートは布,ビニール,ワ ラ十ムシ

0を使用。また高さ10"に薬葉剪除し,予乾後シート千し。

12)高 さ3■ 程度ににお積み。●)逆立て。
“

)ハウス内

に針金を張り, 6～ 10株ずつ結束したものを吊る。

2 タバコ乾燥機利用による乾燥
タバコ用循環中骨乾燥機で40C加熱通風乾燥と,常温

通風乾亀

3 圃場での架掛け乾燥

芙実内側 芙実外侶1

3試 験 結 果

脱奏後ハウス内シート乾燥では,表 1のように乾燥初期

には区間に大きな差が認められない。 10日 日以降はビニー

ル,フ ラ■ムシロ干しが順調であるのに対し,布シートで

は水分乾減の程度が少なく, ビニール,ワ ラ+ム シロでは

19日 で子実水分 9%以下となるが,布シートでは土壌水分

の影響を受け,約 24日 要した。乾燥開始 2日後の薬の位置

による子実水分の差は上部のもの14%.下部のもの22%で

初期にはとくに撹伴が必要である。

茎葉を刈り取ったものは脱薬したものより高水分状態 (約

37%)か ら始めたが,乾燥は早く,20～ 21日 で 9%以下と

なった。面積を広く要し,撹伴や後の脱奏が若千難しい点

が問題である(表 1)。

表 1 ハウス内シート乾燥における
子実水分の推移 (%)

圃場で逆立て,地千し開始 5日 後の水分は外側が奏 168

%,子実 367%,内側奏376%,子実398%と 差が大きく

長くかかる場合は立て変えが必要であろう。

乾燥程度により脱奏時に薬の損傷が異る。水分40%では

7%,30%では3%の奏に損傷が認められた。 30%以下ま
で地干しする必要がある。

ハウス内でのにお積み,逆立て,針金吊りでは表 2の よ

うにいずれも18日 日で
'%以
下となった。針金つりは最も

良好で,茎葉の乾燥も良く脱薬が楽な点で優れている。

加熱乾燥の可能性を検討するため床面積 33″ のタバコ

表 2 にお積み,逆立て,針金つりにおける
子実水分の推移 (%)

18日

=→
南

図 1 片屋根式架掛けの方法

片屋根式の斜め架で図 1のように,茎葉を外側にした

方法 と奏実を外にした方法について,乾燥開始時の水分が

異なるものの乾燥経過を調査 した。また,稲架と同様の 3

段架についても検討した。
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経過時間

―一加熱通風―→ 常温通風――加熱通風一
開始時 6 hi 12 hr    24hr 30hi 36hr

304 24.4 171 欠測 158 112 86

表 3 加熱通風乾燥における子実水分の推移 (%)

表4 常温通風乾燥における子実水分の推移 (%)

表5 架掛け乾燥における子実水分の推移 (%)

表 6 作業上の特徴,乾燥状態

乾燥機に金網の調を2段 につくり,それぞれ乾燥奏実にし

て40協相当ずつ入れ,40Cの加熱通風で経時変化を調査し

た。3時間当り2～ 4%水分が減少するが,途中12時間は加

熱せず通風のみとしたため,30%か ら
'%以
下となるまで

36時間要した(表 3)。 上の棚と下の棚では乾燥に差がみ

られなかったが,風の吹出し口が横下にあるため,吹出し

口に近い場所の水分が下りにくい傾向があった。

床面積 825″ のタバコ乾燥機に乾燥奏実にして300″相

当を入れ常温通風で調査した。表 4のように 11日 で 9%以

下となり,位置によるムラは少なく,乾燥は良好であった。

20～ 303程度の仕上げ乾燥用として有効と考えられる。な

お,積込みの高さと,上部に吹き出る風の関係は 105"で

は風速 047/soc, 70“ で 07P・/8eC, 35"で 11■るec

であった。

圃場における片屋根式架掛けでは,奏実を上にした方法

で,開始時の水分が低い (268%)区が 33日 で 9%以 下と
なったが,他のいずれも9%以下となる区は無かった。 3
段架の乾燥状態は比較的良好であったが, 9%以下となる

のに33日要した (表 5)。 圃場乾燥では降雨の影響で水分

のもどりが大きい。

今回行った乾燥のうち実用的な方法の作業上の特徴と10

8当 り所要面積または資材について表6および7に示した。

架掛けの密度,シ ート手しにおける厚き,収量によっても

かなり変わるのでおおよその資材,面積である。

3 ま

ラッカセイの乾燥法について検討,種子の方法の得失を

整理した。乾燥の体系は,①乾燥の早さと品質 (奏実およ

び茎葉 )。 ②所要労働時間(結東 架掛け・運搬 脱爽・

乾燥中の管理 調製に要する労力 )。 ③資材 施設の有無。
により個々の農家における栽培規模等の状況に応じて組立

てることが適当と思われる。

1)栽培規模が大きく,未乾燥のものを大量に運搬するこ

とが困難な条件では,圃場で乾燥,脱爽する体系をとり,

この場合は稲の架と同様の方法が良い。結東労力を省くた

めには片屋根式乾燥も可能である。

2)園場乾燥は原則として仕上げ乾燥が必要と思われる。
この場合ハウス内シート干しや,タ バコ乾燥機の利用が有

効である。

3)地千し後半乾燥状態で脱奏しバウスでシート干しする

体系は,地千し時間が長くなり降雨の影響を受けるおそれ

がある。完全に乾燥したものにくらべ脱美時のロスが多く

なり易い短所もあり,架掛けの方が優る。

4 栽培規模が小さく,ハ ウスのある場合は,地手し後ハ
ウス内に搬入し,針金等に掛ける方法が良いが,労力やハ

ウス面積に制約のある場合はにお積みも可能である。
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経過日数 開始時 3日 5日 7日 10日 12日

子実水分

む 12/X 17/ 24/ 1/■ 7/ 13/

区 型 傲 5日 12日 20日 27日 33日

（片
屋
根
）

斜

め

架

薬実外側①

②

36 8

26 8

24 6

171

15 5

12 3

18 3

14 2

10 4

103

101

84

奏実内側①

②

36 8

26 8

197

138

17 2

131

122

,7
107

95
①

②

868

26 8

24 0

152

168

115

132

■ 8

93
100

84
80

乾燥法 長 所 所短 乾燥状態

圃

場

乾

燥

三
段
架

運搬労力少

脱薬比較的易

乾燥中の管理少

結東労力多

架掛労力多

良

やや遅い

斜
め
架

結束労力無し

運搬労力少

管 理 少

架掛労力多

脱奏やや難

やや不良

遅  い

ウ

ス

乾

燥

針

金

易

少

奏

理

脱

管

運搬労力多

結東労力多

架掛労力多

こ く良

早  い

に

　

お

結東労力無

脱爽やや易

運搬労力多

架掛労力やや多

管 理 少

良

早  い

シ
|

ト

結束,架掛け無

運搬労力少

脱奏難

管理多

や や 良

や や 早

表 7 所要面積または資材 (10o当 り)

90 ‐130″

45～ 507r

50- 707

架の長さ  延 120■
横木の長さ 延 1607

針金等に掛ける

にお積み

半乾脱薬シート千 し

仕上乾燥シート千し


